
白百合女子大学学則 

 

 

第１章 総 則 

第１条 

 （建学の精神） 

    白百合女子大学における教育の基本理念はキリスト教、特にカトリシズムの世界観による人格形成

にある。 

    本学の母体であるシャルトル聖パウロ修道女会の創立の精神に則り、知性と感性との調和のとれた

女性の育成をめざす。 

  （教育目標 －真・善・美－） 

    真理の探求という知性の絶えざる研磨に加え、人格的自己完成という単独では獲得しえない徳性を、

人々への誠実な愛と奉仕の姿勢を身につけることによって可能な限り追求し、自己と自己をとりか

こむ一切のものの中に美を見出し、また謙虚さに根ざした畏敬の念を感受してゆくこと、そこに本

学の教育目標は置かれている。 

    校名、校章にも「白百合」の花を選び、清楚、謙虚さの中に気品を保ち、豊かな人間性と広い視野

のうえに専門的な知識を備えた自立的女性の育成を、その目標とする。 

    ２ 本学は、教育研究水準の向上を図り大学の目的および社会的使命を達成するため、自ら点検評価を

行う。 

第２条 本学に大学院を置く。 

  ２ 大学院の学則は別に定める。 

第３条 本学に文学部および人間総合学部を置く。 

  ２ 文学部に国語国文学科、フランス語フランス文学科および英語英文学科を置く。 

  ３ 人間総合学部に児童文化学科、発達心理学科および初等教育学科を置く。 

第３条の２ 文学部は、専攻する言語・文学・文化の研究を通して、高いコミュニケーション能力を身につ 

  け、自文化と他文化にわたる豊かな教養をもとに、多様な場面で他者と対話し、協働できる人材の 

  育成を目的とする。 

２ 国語国文学科は、日本の言葉や文学を見つめ直し、調査・研究する力を身につけることを通して、 

  豊かな教養と柔軟な発想をもった人材の育成を目的とする。 

３ フランス語フランス文学科は、フランス語圏の言語・文化・文学の総合的な学習を通して、高度 

  な言語運用能力と異文化理解に立脚した教養を身につけた人材の育成を目的とする。 

４ 英語英文学科は、英語圏の言語・文化・文学の研究を通して、海外だけでなく自国の文化をも再 

  評価できる広い視野を培い、国際的に活躍できる人材の育成を目的とする。 

第３条の３ 人間総合学部は、児童自身が享受し参加する文化に対する深い理解を基礎に、その心身の発達 

  を生涯に渡って支える視野と高度な専門性をもって、広く社会に貢献する人材の育成を目的とする。 

２ 児童文化学科は、児童の環境を形成する児童文学・児童文化の研究と絵本・童話などの創作を通 

  して、想像力と創造力をもった人材の育成を目的とする。 

３ 発達心理学科は、人間の生涯発達とその臨床的な対応について、発達心理学の立場から研究・教 

  育を行い、幅広い分野で専門的な発達支援を行う人材の育成を目的とする。 

４ 初等教育学科は、乳幼児期・児童期の子どもの発達とその環境となる児童文化の理解に基づき、 

  子どもの成長を支える熱意と豊かな学びを導く力量を備えた教師・保育者の育成を目的とする。 

第４条 修業年限は４年とする。 

第５条 在学年数は８年を超えることができない。 

第６条 学生定員は次のとおりとする。 
 



学 部 学     科 入学定員 収容定員 

 文 学 部 

国 語 国 文 学 科 60人 240人 

フランス語フランス文学科 40人 160人 

英 語 英 文 学 科 60人 240人 

 人間総合学部 

児 童 文 化 学 科 60人 240人 

発 達 心 理 学 科 60人 240人 

初 等 教 育 学 科 75人 300人 

 

第７条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、事務職員その他必要な教職員を置く。 

２ 教職員組織に関する規程は、別に定める。 

第８条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

    １ 学生の入学および卒業 

    ２ 学位の授与 

    ３ 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要

なものとして学長が定めるもの 

３ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長および学部長（以下この項において「学長等」とい

う）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、および学長等の求めに応じ、意見を述べ

ることができる。 

４ 前二項に規定するもののほか、教授会に関する規程は、別に定める。 

  ５ 文学部、人間総合学部に学部教授会を置く。学部教授会には、前項までに規定するもののほか、教

授会に関する規程を準用する。 

第９条 学年は４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

  ２ １学年を分けて、次の２学期とする。 

       前学期   ４月１日から  ９月 30 日まで 

       後学期   10 月１日から  ３月 31 日まで 

第 10 条 休業日は次のとおりとする。 

    １ 日曜日 

    ２ 国の祝日に関する法律に規定する休日 

    ３ 本学の創立記念日   ６月 29 日 

    ４ 夏期休業      ７月 21 日から９月 30 日まで 

    ５ 冬期休業   12 月 21 日から翌年１月７日まで 

    ６ 春期休業   ３月 20 日から３月 31 日まで 

    学長は必要がある場合、休業日もしくは休業期間を変更し、または臨時に休業日を定めることがで

きる。 

 

 

第２章 入学・休学・復学・退学・除籍・再入学・編入学・転学部・転学科・留学 

 

第 11 条 入学の時期は学年の始めとする。 

第 12 条 本学へ入学することのできる者は、次の各号の一つに該当する女子であることとする。 

     １ 高等学校または中等教育学校を卒業した者。 

     ２  通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者。（通常の課程以外の課程によりこれに相当す

る学校教育を修了した者を含む。） 



       ３ 学校教育法施行規則の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる 

      者。（次の各号の一に該当する者） 

       ①外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者またはこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定した者。 

       ②文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者。 

         ③文部科学大臣の指定した者。 

         ④高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）により文部科学大臣の行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者。 

         ⑤その他、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると本学が認め 

た者。 

第 13 条 本学へ入学を志願する者は、入学願書およびその他別に定める書類に所定の入学検定料を添えて、

所定の期日内に願い出なければならない。 

第 14 条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

第 15 条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書およびその他別に

定める書類を提出するとともに、所定の学納金を納付しなければならない。 

     ２ 学長は、前項の入学手続きを不備なく完了したと認めた者に対し入学を許可する。 

３ 第１項の提出書類に虚偽または不正があった場合には、入学の許可を取り消すことがある。 

第 16 条 学生が病気のため引き続き２か月以上休養を要するとき、その他特別の事由があると認められると  

きは、学長の許可を得て休学することができる。ただし、休学の期間が次年度にわたる時は、学年  

の始めに改めて願い出なければならない。 

２ 病気、その他の事由により、通学することが適当でないと認められる学生に対して、学長は休学を  

命ずることができる。 

第 17 条 休学期間は、４年を超えることができない。 

  ２ 休学期間は修業年限および在学年数の中に、これを算入しない。 

第 18 条 休学期間内にその事由がなくなったときは、学長の許可を得て、復学することができる。 

第 19 条 退学しようとする者は、その理由を記載し、保証人連署のうえ、学長に願い出なければならない。 

第 20 条 他の学校へ入学または転学しようとする者は、その旨を願い出て、学長の許可を得なければならな

い。 

第 21 条 次の各号の一つに該当する場合は、除籍する。 

１ 在学期間が所定の年数を超える者。 

２ 学納金を滞納し、催告を受けても納付しない者。 

第 22 条 本学を退学、または除籍された者が、再び入学を志願したときは、選考のうえ、再入学を認めるこ

とができる。 

第 23 条 本学の１学科を卒業した者が、再び他の学科へ入学を志願したときは、選考のうえ、これを認める

ことができる。 

第 24 条 次の各号の一つに該当する者で本学への編入学を志望する者には、選考のうえ、相当年次に入学を

許可することがある。 

１ 大学を卒業した者。 

２ 短期大学または高等専門学校を卒業した者。 

３ 他大学の２年次までの課程を修了し、62 単位以上を修得して退学した者。 

４ 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上で、かつ、課程の修了に必要な総授業時間数が 

  1,700 時間以上であるもの）を修了した者。 

５ 高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準 

  を満たすものに限る。）を修了した者。 



第 24 条の２ 本学内で他学部の学科または同一学部内の他学科へ転学部または転学科を志望する者には、選      

考のうえ、これを許可することがある。 

第 25 条 本学学生にして、外国の大学（外国における正規の高等教育機関で学位授与権を有するもの、また

はこれに相当する教育研究機関をいう。以下同じ。）で、一定以上学修することを志望する者には、

本人の教育上有益であると認められた場合にかぎり、これを許可することがある｡ 

２ 前項の制度を留学という。 

３ 留学に関する事項は、別に定める。 

 

第３章 授業科目、履修方法および学習の評価 

 

第 26 条 文学部の授業科目を、宗教学科目、共通科目、外国語科目および学科専門科目に区分する。 

２ 人間総合学部の授業科目を、宗教学科目、共通科目、外国語科目、学部共通科目および学科専門科

目に区分する。 

第 26 条の２ 本学における授業科目および単位数は、別表１のとおりとする。 

第 26 条の３ 各学部における履修方法および卒業要件単位数は次のとおりとする。 

 

      文学部 

                          学 科 

科目区分 
国語国文学科 ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科 英語英文学科 

宗教学科目 ８ 

共通科目 20 

外国語科目 ８ 

学科専門科目 62 

科目区分を特定しない自由選択単位 26 

卒業要件単位 124 

 

        人間総合学部 

                       学 科 
科目区分 

児童文化学科 発達心理学科 初等教育学科 

宗教学科目 ８ ８ ８ 

共通科目 12 12 12 

外国語科目 ８ ８ ８ 

学部共通科目 ８ ８ ８ 

学科専門科目 70 78 88 

科目区分を特定しない自由選択単位 18 10 － 

卒業要件単位 124 

      科目区分を特定しない自由選択単位については、別表１に掲げる科目のうち、履修可能な科目

から選択し、履修するものとする。 

 

第 27 条 各授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成すること

を標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、

次の基準により単位数を計算するものとする。 

    １ 講義および演習については、15時間から 30時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって 

  １単位とする。 

    ２ 実験、実習および実技については、30時間から 45時間までの範囲で本学が定める時間の授業を 

  もって１単位とする。 



    ３ 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習または実技のうち二以上の方法の併用により 

  行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して本学が定める 

  時間の授業をもって１単位とする。 

    ４ 卒業論文等については、学修の成果を評価するものとし、４単位から８単位の範囲で所定の単位 

  を与える。 

第 27条の２ 本学が教育上有益と認めるときは、文部科学大臣が別に定めるところによって、前条に規定す

る授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることが

できる。 

第 28 条 学生は、その学年に履修しようとする科目を所定の期日までに届け出なければならない。届け出を

しない科目は履修することができない。 

第 28 条の２ 本学大学院への進学を希望する学生は、本学が教育上有益と認めるときは、本学大学院文学研

究科の授業科目を履修することができる。 

  ２ 前項に定める授業科目の履修に関する事項は、別に定める。 

第 29 条 科目を履修し、試験その他の適切な方法により、合格と評価された者に対して、所定の単位を与え

る。 

第 29 条の２ 本学が教育上有益と認めるときは、本学と協定のあるまたは認定する他の大学または短期大

学において履修した授業科目について修得した単位を、30 単位を超えない範囲で本学における授

業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、第 25 条の規定により学生が外国の大学に留学する場合に準用する。 

３ 前項に定める単位認定に関する事項は、別に定める。 

第 29 条の３ 本学が教育上有益と認めるときは、短期大学または高等専門学校の専攻科における学修その他 

文部科学大臣が別に定める学修を、30単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることができる。 

２ 前項に定める単位認定に関する事項は、別に定める。 

第 29 条の４ 本学が教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学または短期大学において履修した 

授業科目について修得した単位を、入学した後の本学における授業科目の履修により修得したもの

とみなすことができる。 

２ 本学が教育研究上有益と認めるときは、学生が入学する前に行った前条に規定する学修を、本学に

おける授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、または与えることのできる単位数は、編入学等の場合を除き、 

本学において修得した単位以外のものについては、30 単位を超えないものとする。 

第 29条の５ 第 27条の２、第 29条の２、第 29条の３および第 29条の４により修得したものとみなし、また

は与えることのできる単位数は、合わせて 60単位を超えないものとする。 

第 29条の６ 削除 

第 30 条 卒業年次に限り、第 29 条に定める方法により不合格と評価された科目について、評価を一時保留 

として、再度の教育効果の測定のための試験を行うことができる。 

２ 前項の試験を再試験という。再試験については別に定める。 

第 31 条 各科目につき、出席した時間数が出席すべき時間数の３分の２に満たない者は、第 29 条に定める方

法による評価の対象とはならず、その科目修了の認定を受けることはできない。 

第 32 条 削除 

第 33 条 成績は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆの５段階とし、Ｆは不合格となる。 

 

第４章 教職課程、司書・司書教諭課程、保育士養成課程、登録日本語教員養成課程 

 

第 34 条 教育職員の免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法に定める科目を履修し、その単位を修   



得しなければならない。 

２ 本学の各学科において取得できる教育職員免許状の種類および免許教科は、次のとおりとする。 

 

学 部 学 科 免許状の種類および免許教科 

文 学 部 

国 語 国 文 学 科 
 中学校教 諭 一種免許状 国語 

 高等学校教諭  一種免許状  国語 

ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科 
 中学校教 諭  一種免許状 外国語（ﾌﾗﾝｽ語） 

 高等学校教諭  一種免許状  外国語（ﾌﾗﾝｽ語） 

英 語 英 文 学 科 
 中学校教 諭  一種免許状 外国語（英語） 

 高等学校教諭  一種免許状  外国語（英語） 

人間総合学部 初 等 教 育 学 科 
 幼稚園教 諭  一種免許状                

 小学校教 諭  一種免許状 

第 34 条の２ 司書・司書教諭となる資格を取得しようとする者は、図書館法および学校図書館法に定める科

目をそれぞれ履修し、その単位を修得しなければならない。 

第 34 条の３ 保育士となる資格を取得しようとする者は、児童福祉法施行令および児童福祉法施行規則に定

める科目をそれぞれ履修し、その単位を修得しなければならない。なお、詳細は指定保育士養成施 

設である人間総合学部初等教育学科において別に定める。 

第 34 条の４ 登録日本語教員養成課程を修了しようとする者は、日本語教育の適正かつ確実な実施を図るた

めの日本語教育機関の認定等に関する法律施行規則に定める科目を履修し、その単位を修得しなけ

ればならない。なお、履修方法に関する詳細は別に定める。 

 

第５章 賞 罰 

 

第 35 条 次の各号の一つに該当する者に対し､学長はこれを賞することがある。 

１ 成績の優秀な者。 

２ 学生自治の向上に尽力した者。 

３ 学生の範となる行為をした者。 

第 36 条 学業成績が優秀かつ品行方正な者で、経済的に学業の継続が困難となった者に対し、学長はこれを

奨学生とし、奨学金を給与または貸与することがある。奨学金規程は別に定める。 

第 37 条 本学学生にして本学の教育の方針にそむき、学生の本分を怠り、または成業の見込のない者に対し、

学長は退学、停学または訓告の懲戒を加える。ただし、退学は、次の各号の一つに該当する者に対

して行う。 

１ 性行不良で改善の見込がないと認められる者。 

２ 学業劣等で成業の見込がないと認められる者。 

３ 正当な理由がなくて出席常でない者。 

４ 学校の秩序を乱しその他学生としての本分に反した者。 

 

第６章 卒業および学士の学位 

 

第 38 条 第４条に規定する年限以上在学し、各学科の定める授業科目および単位数を修得した者に学位記を

授与する。 

第 38 条の２ 卒業の時期は、学年末とする。ただし、前学期の終了日までに前条に規定する要件を満たした

場合は、これを前学期終了時とすることができる。 

第 39 条 本学において授与される学士の学位は次のとおりとする。 



 

       文学部    国語国文学科   学士（文学） 

                            ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科 学士（文学） 

                            英語英文学科   学士（文学） 

       人間総合学部 児童文化学科   学士（児童文化学） 

                            発達心理学科   学士（心理学） 

         初等教育学科   学士（教育学） 

 

第７章 科目等履修生 

 

第 40 条 本学の授業科目の履修を希望する者があるときは、科目等履修生として履修を許可することがある。 

   ２ 科目等履修生は検定料および受講料を期日までに納めなければならない。 

   ３ 科目等履修生の規程については別に定める。 

 

第８章 学納金 

 

第 41 条 本学の学納金は、別表２のとおりとする。 

第 42 条 やむを得ない事情があると認められた場合は、学納金の全部またはその一部を免除することがある。 

第 43 条 学納金に関する必要な事項は、別に定める。 

第 44 条 削除 

 

第９章  附属施設 

 

第 45 条 本学に白百合女子大学図書館を置く。 

     ２ 図書館の規程は別に定める。 

第 46 条 本学に次の研究施設を置く。 

       １  白百合女子大学発達臨床センター 

     ２ 白百合女子大学児童文化研究センター 

       ３ 白百合女子大学言語・文学研究センター  

    ４ 白百合女子大学キリスト教文化研究所 

    ５ 白百合女子大学生涯発達研究教育センター 

   ２ 研究施設の規程は別に定める。 

 

第 10章 教育・研究支援センター 

 

第 47 条 本学学生のため、ウェルネスセンターを置く。 

   ２ ウェルネスセンターに関する事項は、別に定める。 

第 48 条 本学の教育・研究の成果を地域、社会に還元し、本学の教育的活動の社会的展開を図るため、社会

連携センターを置く。 

   ２ 社会連携センターに関する事項は別に定める。 

第 49 条 本学の建学の精神に基づく教育理念の周知・実現のため、ルイ・ショーヴェセンターを置く。 

   ２ ルイ・ショーヴェセンターに関する事項は別に定める。 

 

 付則 本学則は、昭和 40 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 42 年４月１日より施行する。 



本学則は、昭和 43 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 47 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 51 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 54 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 55 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 56 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 57 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 58 年４月１日より施行する。 

本学則は、昭和 60 年４月１日より施行する。 

本学則は、平成２年４月１日より施行する。 

本学則は、平成４年４月１日より施行する。 

本学則は、平成５年４月１日より施行する。 

本学則は、平成６年４月１日より施行する。 

本学則は、平成７年４月１日より施行する。 

本学則は、平成８年４月１日より施行する。 

本学則は、平成９年４月１日より施行する。 

本学則は、平成 10 年４月１日より施行する。 

本学則は、1999 年（平成 11 年）４月１日より施行する。 

本学則は、2000 年（平成 12 年）４月１日より施行する。 

※ただし、第 25 条（2007年４月１日からは第 26 条）の改正については、2000 年度入学者より適

用する。 

本学則は、2001 年（平成 13 年）４月１日より施行する。 

        本学則は、2004 年（平成 16 年）４月１日より施行する。 

    ※ただし、第５条の改正については、2004 年度入学者より適用する。 

    本学則は、2005 年（平成 17 年）４月１日より施行する。 

    本学則は、2007 年（平成 19 年）４月１日より施行する。 

    本学則は、2008 年（平成 20 年）４月１日より施行する。 

    本学則は、2008 年（平成 20 年）６月１日より施行する。 

    本学則は、2009 年（平成 21 年）１月１日より施行する。 

    本学則は、2011 年（平成 23 年）４月１日より施行する。 

    本学則は、2012年（平成 24年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 26条の規定は、2012年

度入学者から適用するものとし、2011年度以前の入学者については、なお従前の例による。 

        本学則は、2013年（平成 25年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 26条の２別表について

は、2013年度入学者から適用する。 

    本学則は、2014 年（平成 26 年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 26 条、第 26 条の２別表、

第 29条、第 29条の２、第 29条の３、第 29条の４および第 29条の５の規定は、2014年度入学者から適

用する。 

    本学則は、2015年（平成 27年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 33条の規定および第 26

条の２別表については、2015年度入学者から適用する。 

    本学則は、2016 年（平成 28 年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第３条、第３条の３、第

６条、第 26条、第 26条の２、第 26条の２別表１、第 26条の３、第 34条、第 39条および第 41条別表２

の規定は、2016 年度入学者から適用する。文学部児童文化学科は、改正後の第３条の規定に関わら

ず、当該学科に在籍する者が在籍しなくなるまでの間存続するものとする。 

    本学則は、2017年（平成 29年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 26条の２別表１の規定

は、2017年度入学者から適用する。 



    本学則は、2018年（平成 30年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 26条の２別表１のフラ

ンス語フランス文学科専門科目および児童文化学科専門科目については、2018 年度入学者から適用

する。 

    本学則は、2019 年（平成 31 年）４月１日より施行する。 

本学則は、2019 年（令和元年）７月１日より施行する。 

本学則は、2019 年（令和元年）10 月１日より施行する。 

本学則は、2020 年（令和２年）４月１日より施行する。 

本学則は、2021 年（令和３年）４月１日より施行する。 

本学則は、2022 年（令和４年）４月１日より施行する。 

本学則は、2023 年（令和５年）４月１日より施行する。 

本学則は、2024 年（令和６年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 41 条別表２の規定につ

いては、2025 年度入学者から適用するものとする。 

本学則は、2025 年（令和７年）４月１日より施行する。改正後の第 6 条、第 26 条の３については、

2025 年度入学者から適用するものとする。改正後の第 41 条別表２の私費留学生に関する規定につ

いては、2026 年度入学者より適用するものとする。 

本学則は、2026 年（令和８年）４月１日より施行する。ただし、改正後の第 41 条別表２の共通テス

ト利用選抜（前期・後期）以外の併願に関する規定については、2027 年度入学者から適用するもの

とする。 

 



第 26条の２ 別表１ 

 

   宗教学科目  

必選区分  科目名  単位数  

必修  

 

 

 

キリスト教学入門Ⅰ 1  

キリスト教学入門Ⅱ 1  

キリスト教的人間論Ⅰ 1  

キリスト教的人間論Ⅱ 1  

選択必修  

 

 

 

 

キリスト教と社会・文化ＡⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＡⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＢⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＢⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＣⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＣⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＤⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＤⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＥⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＥⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＦⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＦⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＧⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＧⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＨⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＨⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＪⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＪⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＫⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＫⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＬⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＬⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＭⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＭⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＮⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＮⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＰⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＰⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＱⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＱⅡ 2 

キリスト教と社会・文化ＲⅠ 2 

キリスト教と社会・文化ＲⅡ 2 

キリスト教学演習ＡⅠ 2 

キリスト教学演習ＡⅡ 2 

キリスト教学演習ＢⅠ 2 

キリスト教学演習ＢⅡ 2 



キリスト教学演習ＣⅠ 2 

 キリスト教学演習ＣⅡ 2 

キリスト教学演習ＤⅠ 2 

キリスト教学演習ＤⅡ 2 

キリスト教学総合演習 2 

 

   共通科目     

必選区分 科目名 単位数 

必修  ライフ・リテラシー入門  2 

はじめてのデータサイエンス  2 

選択必修 ライフ・リテラシー応用 2 

美しい日本語を話す（基礎） 2 

美しい日本語を話す（実践） 2 

教養としての日本語 2 

ロジックを学ぶ 2 

信頼づくりの作法 2 

コミュニケーションの作法 2 

ライフ・マネージメント 2 

身体を考える 2 

文化と人間Ⅰ 2 

文化と人間Ⅱ 2 

哲学Ⅰ  2 

哲学Ⅱ  2 

現代思想Ⅰ  2 

社会と倫理Ⅰ  2 

神話の世界Ａ  2 

西洋史Ⅰ  2 

西洋史Ⅱ  2 

日本史概説Ⅰ  2 

日本史概説Ⅱ  2 

歴史からみた現代  2 

歴史の中の音楽 2 

政治学Ａ  2 

憲法  2 

法とは何か  2 

ジェンダー基礎論 2 

家族社会学  2 

ワークライフ論  2 

女性と人権  2 

女性と法  2 

子どもの権利と国際社会  2 

社会福祉と私たち 2 

国際協力論Ａ  2 

インターンシップＡ 1 



インターンシップＢ 2 

観光文化論  2 

数と形の世界Ａ 2 

数と形の世界Ｂ 2 

自然科学の世界Ａ 2 

自然科学の世界Ｂ 2 

地球と宇宙を知るための科学Ⅰ 2 

地球と宇宙を知るための科学Ⅱ 2 

生活の中にみる科学と技術Ⅰ 2 

生活の中にみる科学と技術Ⅱ 2 

食と環境 2 

経済学 2 

報道に見る子どもと家族 2 

国際政治と社会課題 2 

女性と起業 2 

デザイン思考 2 

ボランティア論 2 

地域連携実践演習Ａ 2 

地域連携実践演習Ｂ 2 

教養セミナー（人文） 2 

教養セミナー（自然）Ａ 2 

教養セミナー（自然）Ｂ 2 

教養セミナー（社会）Ａ 2 

教養セミナー（社会）Ｂ 2 

家族政策 2 

スポーツ・身体運動実習Ａ 1 

スポーツ・身体運動実習Ｂ 1 

スポーツ・身体運動実習Ｃ 1 

スポーツ・身体運動実習Ⅾ 1 

スポーツ科学概論 1 

ICT ベーシックＡ 2 

ICT ベーシックＢ 2 

Web デザインとマルチメディア 2 

プログラミングＡ 2 

プログラミングＢ 2 

データ分析演習Ａ 2 

データ分析演習Ｂ 2 

コンピュータ概論  2 

IT 実務演習  2 

情報ネットワークとセキュリティ 2 

データサイエンス演習 2 

    

   外国語科目  

区分 科目名 単位数 



外国語

科目群  

総合英語Ⅰ  1 

総合英語Ⅱ  1 

総合英語Ⅲ  1 

総合英語Ⅳ  1 

英語コミュニケーションⅠ  1 

英語コミュニケーションⅡ  1 

英語コミュニケーションⅢ  1 

英語コミュニケーションⅣ  1 

フランス語ＡⅠ 1 

フランス語ＡⅡ 1 

フランス語ＡⅢ 1 

フランス語ＡⅣ 1 

フランス語ＢⅠ 1 

フランス語ＢⅡ 1 

フランス語ＢⅢ 1 

フランス語ＢⅣ 1 

ドイツ語ＡⅠ 1 

ドイツ語ＡⅡ 1 

ドイツ語ＡⅢ 1 

ドイツ語ＡⅣ 1 

ドイツ語ＢⅠ 1 

ドイツ語ＢⅡ 1 

ドイツ語ＢⅢ 1 

ドイツ語ＢⅣ 1 

中国語ＡⅠ 1 

中国語ＡⅡ 1 

中国語ＡⅢ 1 

中国語ＡⅣ 1 

中国語ＢⅠ 1 

中国語ＢⅡ 1 

中国語ＢⅢ 1 

中国語ＢⅣ 1 

韓国語ＡⅠ 1 

韓国語ＡⅡ 1 

韓国語ＡⅢ 1 

韓国語ＡⅣ 1 

韓国語ＢⅠ 1 

韓国語ＢⅡ 1 

韓国語ＢⅢ 1 

韓国語ＢⅣ 1 

選択フランス語Ⅰ 1 

選択フランス語Ⅱ 1 

選択フランス語Ⅲ 1 

選択フランス語Ⅳ 1 



選択中国語Ⅰ 2 

選択中国語Ⅱ 2 

選択中国語Ⅲ 1 

選択中国語Ⅳ 1 

選択韓国語Ⅰ 2 

選択韓国語Ⅱ 2 

選択韓国語Ⅲ 1 

選択韓国語Ⅳ 1 

海外研修（英語圏）Ａ 2 

海外研修（英語圏）Ｂ 2 

海外研修（フランス語圏）Ａ 2 

海外研修（フランス語圏）Ｂ 2 

海外研修（中国語圏） 2 

海外研修（韓国） 2 

オンライン海外研修（英語圏）Ａ 2 

オンライン海外研修（英語圏）Ｂ 2 

オンライン海外研修（フランス語圏） 2 

 ＥＢＣⅠ 2 

ＥＢＣⅡ 2 

リーダーシップ入門 2 

リーダーシップ応用 2 

ビジネスの基礎知識 2 

ビジネススキル 2 

物語力ワークショップ 2 

ビジネス・マーケティングＡ 2 

ビジネス・マーケティングＢ 2 

英語メディアで学ぶビジネス 2 

英語で考える SDGs 2 

自己表現の技術と知識 2 

海外企業実地研修準備講座 2 

海外企業実地研修 2 

海外文化共創研修 2 

ホスピタリティの英語Ⅰ 2 

ホスピタリティマネジメント概論 2 

ホスピタリティマネジメント演習 2 

ホスピタリティの英語Ⅱ 2 

ホスピタリティマネジメント特講Ａ 2 

ホスピタリティマネジメント特講Ｂ 2 

ホスピタリティインターンシップ研修 2 

海外ホスピタリティ研修 2 

舞台芸術実践演習 2 

Introducing Global Skills 2 

Challenging Global Skills 2 

Gender in Japan 2 



 Media & Pop Culture 2 

Understanding Japanese History 2 

Understanding Japanese Society 2 

Understanding Global History 2 

Second Culture Acquisition 2 

Becoming Bilingual 2 

English Clinic Basic 2 

English Clinic Challenge 2 

 

 

 

   国語国文学科専門科目  

必選区分 科目名 単位数 

必修 基礎演習（古典）Ⅰ 1 

基礎演習（古典）Ⅱ 1 

基礎演習（近代）Ⅰ 1 

基礎演習（近代）Ⅱ 1 

基礎演習（変体仮名） 1 

基礎演習（漢文）Ａ 1 

基礎演習（漢文）Ｂ 1 

基礎演習（日本語） 1 

国語国文学入門 1 

基礎講読Ａ 2 

基礎講読Ｂ 2 

国語学概論Ⅰ 2 

国語学概論Ⅱ 2 

文学史Ａ 2 

文学史Ｂ 2 

文学史Ｃ 2 

総合研究 2 

テーマ別研究Ⅰ 2 

テーマ別研究Ⅱ 2 

テーマ別研究Ⅲ 2 

テーマ別研究Ⅳ 2 

キャリア研究 2 

卒業論文 4 

選択必修

Ⅰ 

上代文学演習ＡⅠ 2 

上代文学演習ＡⅡ 2 

中古文学演習ＡⅠ 2 

中古文学演習ＡⅡ 2 

中古文学演習ＢⅠ 2 

中古文学演習ＢⅡ 2 

中世文学演習ＡⅠ 2 



中世文学演習ＡⅡ 2 

中世文学演習ＢⅠ 2 

中世文学演習ＢⅡ 2 

近世文学演習ＡⅠ 2 

近世文学演習ＡⅡ 2 

近世文学演習ＢⅠ 2 

近世文学演習ＢⅡ 2 

近代文学演習ＡⅠ 2 

近代文学演習ＡⅡ 2 

近代文学演習ＢⅠ 2 

近代文学演習ＢⅡ 2 

近代文学演習ＣⅠ 2 

近代文学演習ＣⅡ 2 

近代文学演習ＤⅠ 2 

近代文学演習ＤⅡ 2 

近代文学演習ＥⅠ 2 

近代文学演習ＥⅡ 2 

近代文学演習ＦⅠ 2 

近代文学演習ＦⅡ 2 

国語学演習ＡⅠ 2 

国語学演習ＡⅡ 2 

国語学演習ＢⅠ 2 

国語学演習ＢⅡ 2 

国語学演習ＣⅠ 2 

国語学演習ＣⅡ 2 

選択必修

Ⅱ 

上代文学講義ＡⅠ 2 

上代文学講義ＡⅡ 2 

中古文学講義ＡⅠ 2 

中古文学講義ＡⅡ 2 

中古文学講義ＢⅠ 2 

中古文学講義ＢⅡ 2 

中世文学講義ＡⅠ 2 

中世文学講義ＡⅡ 2 

中世文学講義ＢⅠ 2 

中世文学講義ＢⅡ 2 

近世文学講義ＡⅠ 2 

近世文学講義ＡⅡ 2 

近代文学講義ＡⅠ 2 

近代文学講義ＡⅡ 2 

近代文学講義ＢⅠ 2 

近代文学講義ＢⅡ 2 

近代文学講義ＣⅠ 2 

近代文学講義ＣⅡ 2 

国語学講義ＡⅠ 2 



国語学講義ＡⅡ 2 

国語学講義ＢⅠ 2 

国語学講義ＢⅡ 2 

選択 国語国文学特講（表現学）Ⅰ 2 

国語国文学特講（表現学）Ⅱ 2 

国語国文学特講（民俗学）Ⅰ 2 

国語国文学特講（民俗学）Ⅱ 2 

国語国文学特講（演劇）Ⅰ 2 

国語国文学特講（演劇）Ⅱ 2 

書道 1 

書道Ⅱ 2 

日本中世史Ⅰ 2 

日本中世史Ⅱ 2 

日本近代史Ⅰ 2 

日本近代史Ⅱ 2 

現代語文法Ⅰ 2 

現代語文法Ⅱ 2 

第二言語習得 2 

日本語教育教授法Ⅰ 2 

日本語教育教授法Ⅱ 2 

日本語教育研究 2 

日本語教育実習 2 

対照言語学 2 

漢文学講義Ⅰ 2 

漢文学講義Ⅱ 2 

中国文学講義Ⅰ 2 

中国文学講義Ⅱ 2 

国語科教育法ⅠＡ 2 

国語科教育法ⅠＢ 2 

国語科教育法特講Ａ 2 

国語科教育法特講Ｂ 2 

総合日本語ⅠＡ 2 

総合日本語ⅠＢ 2 

総合日本語ⅡＡ 2 

総合日本語ⅡＢ 2 

異文化とコミュニケーション 2 

言語と社会 2 

方言学 2 

接触場面研究 2 

言語学講義Ⅰ 2 

言語学講義Ⅱ 2 

日本語史Ａ 2 

日本語史Ｂ 2 

デジタル文学入門演習 2 



文芸創作演習 2 

 

   フランス語フランス文学科専門科目  

必選区分 科目名 単位数 

必修 １年フランス語ⅠＡ 2 

１年フランス語ⅡＡ 2 

１年フランス語ⅠＢ 2 

１年フランス語ⅡＢ 2 

１年フランス語ⅠＣ 2 

１年フランス語ⅡＣ 2 

１年フランス語ⅠＤ 1 

１年フランス語ⅡＤ 1 

２年フランス語ⅠＡ 2 

２年フランス語ⅡＡ 2 

２年フランス語ⅠＢ 2 

２年フランス語ⅡＢ 2 

２年フランス語ⅠＣ 1 

２年フランス語ⅡＣ 1 

フランス語圏文化概論Ⅰ 2 

フランス語圏文化概論Ⅱ 2 

フランス文学概論 2 

専門ゼミ準備研究 2 

キャリア研究 2 

専門ゼミⅠ 2 

専門ゼミⅡ 2 

選択必修Ⅰ フランス語発展総合ⅠＡ 2 

フランス語発展総合ⅠＢ 2 

フランス語発展総合ⅡＡ 2 

フランス語発展総合ⅡＢ 2 

フランス語発展読解Ⅰ 2 

フランス語発展読解Ⅱ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅠＡ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅠＢ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅠＣ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅠＤ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅡＡ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅡＢ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅡＣ 2 

フランス芸術・文学・歴史演習ⅡＤ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅠＡ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅠＢ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅠＣ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅠＤ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅡＡ 2 



フランス社会・生活文化演習ⅡＢ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅡＣ 2 

フランス社会・生活文化演習ⅡＤ 2 

選択必修Ⅱ フランス語上級実践研究Ａ 2 

フランス語上級実践研究Ｂ 2 

フランス語上級実践研究Ｃ 2 

フランス語上級実践研究Ｄ 2 

資格のためのフランス語Ａ 2 

資格のためのフランス語Ｂ 2 

資格のためのフランス語Ｃ 2 

フランス語アトリエＡ 2 

資格のためのフランス語Ｄ 2 

資格のためのフランス語Ｅ 2 

資格のためのフランス語Ｆ 2 

フランス語アトリエＢ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ａ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｂ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｃ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｄ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｅ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｆ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｇ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｈ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｉ 2 

フランス芸術・文学・歴史研究Ｊ 2 

フランス社会・生活文化研究Ａ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｂ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｃ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｄ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｅ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｆ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｇ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｈ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｉ 2 

フランス社会・生活文化研究Ｊ 2 

選択 フランス語実践研究Ａ 2 

フランス語実践研究Ｂ 2 

フランス語実践研究Ｃ 2 

フランス語実践研究Ｄ 2 

フランス語実践研究Ｅ 2 

フランス語実践研究Ｆ 2 

仏語科教育法ⅠＡ 2 

仏語科教育法ⅠＢ 2 

仏語科教育法特講Ａ 2 



仏語科教育法特講Ｂ 2 

フランス語教育実践研究Ａ 2 

フランス語教育実践研究Ｂ 2 

卒業論文 4 

フランス語・文化入門演習 1 

    

 

   英語英文学科専門科目                       

必選区分 科目名 単位数 

必修 英語読解ⅠＡ 2 

英語読解ⅠＢ 2 

英語表現ⅠＡ 2 

英語表現ⅠＢ 2 

Integrated English Learning ⅠＡ 2 

Integrated English Learning ⅠＢ 2 

英語読解ⅡＡ 2 

英語読解ⅡＢ 2 

英語表現ⅡＡ 2 

英語表現ⅡＢ 2 

Integrated English Learning ⅡＡ 2 

Integrated English Learning ⅡＢ 2 

１年セミナーＡ 2 

１年セミナーＢ 2 

２年セミナーＡ 2 

２年セミナーＢ 2 

３年セミナーⅠ 2 

３年セミナーⅡ 2 

４年セミナーⅠ 2 

４年セミナーⅡ 2 

キャリア研究 2 

卒業論文 4 

選択必修 イギリス文学史Ａ 2 

イギリス文学史Ｂ 2 

イギリス文化史Ⅰ 2 

イギリス文化史Ⅱ 2 

異文化理解 2 

アメリカ文学史Ⅰ 2 

アメリカ文学史Ⅱ 2 

アメリカ文化概論Ⅰ 2 

アメリカ文化概論Ⅱ 2 

英語圏文学 2 

英語史Ⅰ 2 

英語史Ⅱ 2 

英語学概論Ⅰ 2 



英語学概論Ⅱ 2 

コミュニケーション概論Ⅰ 2 

コミュニケーション概論Ⅱ 2 

Journalism English Ⅰ 2 

Journalism English Ⅱ 2 

Japanese Culture Ａ 2 

Japanese Culture Ｂ 2 

East Asian Studies Ａ 2 

East Asian Studies Ｂ 2 

英語教師のための英文法Ⅰ 2 

英語教師のための英文法Ⅱ 2 

英語科教育法ⅠＡ 2 

英語科教育法ⅠＢ 2 

英語科教育法特講Ａ 2 

英語科教育法特講Ｂ 2 

選択 TOEIC 入門 2 

TOEIC 初級 2 

TOEIC 中級Ａ 2 

TOEIC 中級Ｂ 2 

TOEIC 上級Ａ 2 

TOEIC 上級Ｂ 2 

TOEIC Ｓ＆Ｗ 2 

英日翻訳演習Ⅰ 2 

英日翻訳演習Ⅱ 2 

児童英語教育法 2 

英語教育の理論と実践Ⅰ 2 

英語教育の理論と実践Ⅱ 2 

言語習得論Ⅰ 2 

言語習得論Ⅱ 2 

英語音声学Ⅰ 2 

英語音声学Ⅱ 2 

    

 

   人間総合学部共通科目  

区分  科目名  単位数  

選択必修  子どものイメージ  2  

子どもとファンタジー  2  

子どもと社会  2  

学校と発達  2  

家庭の教育・地域の教育  2  

子どもと福祉  2  

子育て支援論  2  

現代社会と生涯発達 2  

ジェンダーと社会 2  



   

   児童文化学科専門科目  

区分 科目名 単位数 

必修 児童文学入門Ａ 2 

児童文学入門Ｂ 2 

児童文学史・日本Ⅰ 2 

児童文学史・日本Ⅱ 2 

児童文化入門Ａ 2 

児童文化入門Ｂ 2 

児童文学史・英語圏Ⅰ 2 

児童文学史・英語圏Ⅱ 2 

基礎演習Ａ 2 

基礎演習Ｂ 2 

演習 4 

卒業論文 8 

キャリア研究 2 

選択必修 映像制作Ⅰ 2 

映像制作Ⅱ 2 

キャラクター文化研究 2 

ストーリーテリング研究Ⅰ 2 

ストーリーテリング研究Ⅱ 2 

ストーリーテリング研究Ⅲ 2 

わらべうた研究 2 

マザーグース研究 2 

絵本制作ＡⅠ 2 

絵本制作ＡⅡ 2 

絵本制作ＢⅠ 2 

絵本制作ＢⅡ 2 

絵本制作ＣⅠ 2 

絵本制作ＣⅡ 2 

編集研究 2 

出版演習Ⅰ 2 

出版演習Ⅱ 2 

アニメーション制作Ａ 2 

アニメーション制作Ｂ 2 

児童文学・日本Ａ 2 

児童文学・日本Ｂ 2 

児童文学・ドイツＡ 2 

児童文学・ドイツＢ 2 

児童文学・イギリスＡ 2 

児童文学・イギリスＢ 2 

児童文学・フランスＡ 2 

児童文学・フランスＢ 2 

児童文学・アメリカＡ 2 



児童文学・アメリカＢ 2 

児童文学・カナダ 2 

児童文学・北欧 2 

児童文学・韓国 2 

ＹＡ文学 2 

おもちゃ論Ａ 2 

おもちゃ論Ｂ 2 

キャラクター論 2 

マンガ論Ａ 2 

マンガ論Ｂ 2 

アニメ論 2 

絵本文化論Ａ 2 

絵本文化論Ｂ 2 

サブカルチャー論 2 

人形文化論Ａ 2 

人形文化論Ｂ 2 

創作演習Ａ 2 

創作演習ＢⅠ 2 

創作演習ＢⅡ 2 

翻訳演習Ⅰ 2 

翻訳演習Ⅱ 2 

伝承文学 2 

ネオ・ファンタジーＡ 2 

ネオ・ファンタジーＢ 2 

児童文化・紙芝居 2 

児童文化・民俗と子ども 2 

児童文化・子ども論 2 

絵本論 2 

幼年文学 2 

ライトノベル論 2 

少女マンガ論 2 

 

   発達心理学科専門科目  

必選区分 科目名 単位数 

必修 心理学概論Ａ 2 

心理学概論Ｂ 2 

発達心理学基礎演習Ａ 2 

発達心理学基礎演習Ｂ 2 

心理学統計法ⅠＡ 2 

臨床心理学概論 2 

発達心理学概論Ａ 2 

発達心理学概論Ｂ 2 

発達臨床心理学概論 2 

心理学実験Ⅰ 4 



心理学実験Ⅱ 4 

心理学統計法ⅠＢ 2 

心理学統計法Ⅱ 2 

論文講読基礎演習 2 

英語論文講読演習 2 

キャリア研究 2 

心理学研究法 2 

心理学専門演習 2 

卒業論文 8 

選択

必修

科目 

特

講

科

目 

知覚・認知心理学 2 

感情・人格心理学 2 

社会・集団・家族心理学 2 

教育・学校心理学 2 

発達心理学特講Ａ 2 

発達心理学特講Ｂ 2 

精神疾患とその治療 2 

障害者・障害児心理学 2 

臨床心理学特講Ａ 2 

臨床心理学特講Ｂ 2 

演

習

科

目 

発達心理学演習Ａ 2 

発達心理学演習Ｂ 2 

発達心理学演習Ｃ 2 

発達心理学演習Ｄ 2 

発達心理学演習Ｅ 2 

発達心理学演習Ｆ 2 

発達心理学演習Ｇ 2 

発達心理学演習Ｈ 2 

心理的アセスメントＡ 2 

心理的アセスメントＢ 2 

選択科目 児童文化・民俗と子ども 2 

児童文化・子ども論 2 

公認心理師の職責 2 

学習・言語心理学 2 

神経・生理心理学 2 

心理学的支援法 2 

健康・医療心理学 2 

福祉心理学 2 

司法・犯罪心理学 2 

産業・組織心理学 2 

人体の構造と機能及び疾病 2 

関係行政論 2 

心理実習 2 

心理演習 2 

 



 

   初等教育学科専門科目  

区分 科目名 単位数 

必修 初等教育基礎演習Ａ 2 

初等教育基礎演習Ｂ 2 

初等教育演習Ⅰ 2 

初等教育演習Ⅱ 2 

キャリア研究 2 

教育原理 2 

教育心理学 2 

教育の制度と経営 2 

教育方法（ICT 活用の理論と実践を含む。） 2 

特別支援教育・保育概論 2 

教育相談 2 

卒業研究 4 

選択必修 国語 2 

社会 2 

算数 2 

理科 2 

生活 2 

音楽 2 

図画工作 2 

家庭 2 

体育 2 

小学校外国語（英語） 2 

音楽の視点からみた遊び 2 

造形の視点からみた遊び 2 

運動の視点からみた遊び 2 

教育実習（幼・小）事前事後指導 1 

教育実習（幼・小） 4 

領域健康 1 

領域人間関係 1 

領域環境 1 

領域言葉 1 

領域表現 1 

保育内容総論 2 

保育内容演習（健康） 2 

保育内容演習（人間関係） 2 

保育内容演習（環境） 2 

保育内容演習（言葉） 2 

保育内容演習（表現） 2 

保育教職概論Ａ 2 



カリキュラム論 2 

幼児理解 2 

保育教職実践演習 2 

保育原理 2 

子ども家庭福祉Ⅰ 2 

保育の心理学 2 

子ども家庭支援論 2 

社会的養護Ⅰ 2 

社会福祉 2 

子どもの保健 2 

子どもの健康と安全 2 

子どもの食と栄養 2 

乳児保育Ⅰ 2 

乳児保育Ⅱ 2 

子ども家庭支援の心理学 2 

子育て支援 2 

社会的養護Ⅱ 2 

保育体験Ⅰ 1 

保育体験ⅡＡ 1 

保育体験ⅡＢ 1 

保育実習Ⅰ 4 

保育実習指導ⅠＡ 1 

保育実習指導ⅠＢ 1 

保育実習Ⅱ 2 

保育実習指導Ⅱ 1 

保育実習Ⅲ 2 

保育実習指導Ⅲ 1 

初等国語科指導法 2 

初等社会科指導法 2 

初等算数科指導法 2 

初等理科指導法 2 

初等生活科指導法 2 

初等音楽科指導法 2 

初等図画工作科指導法 2 

初等家庭科指導法 2 

初等体育科指導法 2 

初等外国語（英語）指導法 2 

道徳教育 2 

総合的な学習の時間の指導法 2 

特別活動 2 

生徒指導・進路指導 2 

教育体験Ⅰ 1 

教育体験ⅡＡ 1 

教育体験ⅡＢ 1 



教育体験ⅢＡ 1 

教育体験ⅢＢ 1 

学級経営論 2 

児童文化・子ども論 2 

おもちゃ論Ａ 2 

絵本文化論Ａ 2 

絵本文化論Ｂ 2 

心理学概論Ａ 2 

心理学概論Ｂ 2 

発達心理学概論Ａ 2 

発達心理学概論Ｂ 2 

発達臨床心理学概論 2 

障害者・障害児心理学 2 

統計データの理解と活用 2 

学校臨床心理学 2 

学習指導法演習（国語） 2 

選択 学校経営と学校図書館 2 

学校図書館メディアの構成 2 

学習指導と学校図書館 2 

読書と豊かな人間性 2 

情報メディアの活用 2 

 

   教職に関する科目  

科目名  単位数  

国語科教育法Ⅱ 2 

仏語科教育法Ⅱ 2 

英語科教育法Ⅱ 2 

教育原理 2 

保育教職概論Ａ 2 

教育の制度と経営 2 

教育心理学 2 

特別支援教育・保育概論 2 

カリキュラム論 2 

道徳教育 2 

総合的な学習・探究の時間の指導法 2 

特別活動 2 

教育方法（ICT 活用の理論と実践を含む。） 2 

生徒指導・進路指導 2 

教育相談 2 

教育実習Ａ（中・高） 5 

教育実習Ｂ（中・高） 3 

保育教職実践演習 2 

教育体験Ⅰ（中・高） 2 



教育体験Ⅱ（中・高） 2 

 

   司書に関する科目  

科目名  単位数  

生涯学習概論  2  

図書館情報学概論  2  

図書館制度・経営論  2  

図書館情報技術論  2  

図書館サービス概論  2  

情報サービス論  2  

児童サービス論  2  

情報サービス演習Ⅰ  2  

情報サービス演習Ⅱ  2  

図書館情報資源概論  2  

情報資源組織論  2  

情報資源組織演習（目録）  2  

情報資源組織演習（分類）  2  

図書館基礎特論  2  

図書館サービス特論（学校）  2  

図書館情報資源特論  2  

図書・図書館史  2  

図書館施設論  2  

図書館総合演習  2  

図書館実習  3  

 

   司書教諭に関する科目  

科目名  単位数  

学校経営と学校図書館  2  

学校図書館メディアの構成  2  

学習指導と学校図書館  2  

読書と豊かな人間性  2  

情報メディアの活用  2  

 

 

第 41条 別表２： 学納金 

 １．本学の学納金は次のとおりである。 

科  目 金  額 備 考 

 入 学 検 定 料 共通テスト利用選

抜（前期・後期） 

15,000円 

共通テスト利用選抜（前期・後期）併願

の場合は別に定める。 

共通テスト利用選

抜（前期・後期）

以外 

35,000円 

併願の場合は別に定める。 

 入 学 金    240,000円 入学時のみ 



 授 業 料    740,000円  

 施 設 設 備 費    300,000円  

 維 持 費     100,000円  

 心理学実験実習費      30,000円 人間総合学部発達心理学科のみ 

 ２．シャルトル聖パウロ修道女会の会員（志願者を含む）に対して、学納金を免除することができる。 

 ３．同一法人による編入学者の入学金は、２分の１に減額する。 

 ４．再入学者の入学金は、２分の１に減額する。ただし、退学もしくは除籍後 10 年以上を経た者は対象

外とする。 

５．2026 年度（令和 8 年度）から私費外国人留学生（正規）に対し、授業料を２分の１に減額する。減

額分は、後期授業料より差し引くものとする。ただし、学生の本分にもとる行為をなした場合は、減

免措置を取り消す。 

 

 


